
醍
醐
の
地
名
が
歴
史
上
初
め
て
古
文
書
に
登
場
す
る
の
が
、
奈
良
・
興
福
寺
の
、
天
文
一
八
（
一
五

四
九
）
年
に
作
っ
た
荘
園
（
領
地
）
一
覧
表
で
す
。
こ
こ
に
、
同
寺
領
地
の
高
殿
庄
（
現
高
殿
町
な
ど

の
一
帯
）
に
付
属
す
る
土
地
と
し
て

醍
醐
方

が
見
え
ま
す
。
こ
の
高
殿
庄
が
嘉
応
二
（
一
一
七

）

年
の
興
福
寺
関
係
文
書
に
早
く
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
す
で
に
高
殿
庄
の
一
部
と
し
て
醍
醐

の
地
名
が
生
ま
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

牛
乳
を
精
製
し
て
作
っ
た

最
も
美
味
（
お
い
）
し
い
も
の

が
醍
醐
で
す
。
そ
の
深
い
味
わ
い
か

ら
転
じ
て
仏
教
最
高
の
教
え
を
指
す
よ
う
に
な
り
、
人
が
よ
く
言
う

醍
醐
味

も
生
ま
れ
ま
し
た
。

豊
臣
秀
吉
の

醍
醐
の
花
見

で
有
名
に
な
っ
た
、
京
都
市
伏
見
区
の
真
言
宗
総
本
山
・
醍
醐
寺
が
貞

観
一
六（
八
七
四
）年
に
創
建
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
世
最
後
の
政
治
安
定
期
と
さ
れ
て
い
る
醍
醐
天
皇
の

治
世
（
八
九
七

九
三

）
も
、
ま
さ
に
こ
の
時
代
で
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
事
々
が
地
名
の
生
ま
れ
た

歴
史
的
な
背
景
だ
っ
た
と
い
え
る
よ
う
で
す
。

か
つ
て
、
木
原
・
醍
醐
町
に
ま
た
が
っ
て
あ
っ
た
夫
婦
池
（
め
お
と
い
け
）
で
、
旧
石
器
・
縄
文
時

代
の
有
舌
尖
頭
器
（
ゆ
う
ぜ
つ
せ
ん
と
う
き

石
の
ヤ
リ
先
）
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
早
く
か
ら
人

の
住
ん
で
い
た
証
拠
で
す
。

文
書
登
場
が
天
文
一
八
年


